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横堀武夫教授略歴
栃木県に生れる
栃木県立宇都宮中学校第4学年修了
第・一高等学校理科甲類卒業
東京帝国大学工学部航空学科(原動機専修)卒業
東京帝国大学大学院入学
東京帝国大学航空研究所嘱託
東京大学理工学研究所嘱託
東京大学理工学研究所技官
東北大学工学部助數授
理学博士(東京大学)「金属材料の波労破壊の確率論的研究」
東北大学工学部教授
東北大学工学部附屈材料強度研究施設長(併f■
米川、f学アカデミー外国人会・n
この問,岩手大学工学部,東京大学工学部,東京大学宇宙航空研究所,東京工業大学工
業材料研究所,電気通信大学,名古屋大学工学部などの非常勤計鄭削整任.東北大学工学部
機舳工学第二学利および1学剖澗1属材料強度研究施設の創設に当ろ'他方文部省学術審議
会寺,門委員, f1治賓三菱石油水島製仙所タンク出故原附政府羽査委員会委員,労働省産業
安全研究体制検討会議委員,日木学術会議第7期・第8朔・第9期・第10期・第Ⅱ期会
員などを歴任.日本学術会議材料研究連絡蚕員会委員長,同安全工学研究連絡委員会委員
長など歴任.
国内学協会関係
昭和31年関連学協会jU崔「材料強度と破壊に関する総合シンポジウム」創設
昭和35年日本学術振興会「金属材料の強度と疲労第129委員会」を創役して姿員長
昭和38年日本材制利学会創設,昭和46年・48年日本材料科学会々長
昭和41年日本材料強度学会創設,昭和41年一河初代会長
昭和48年日木機械学会副会長
昭和49年日本機械学会監事
昭和53年日本バイオマテリアル学会創設に当り,昭和55年一同初代会長
その他, Cの問,日本金属学会,日本材料学会各理事歴任
国際学術活動関係
〕965年第1回国際破壊会議組織委員長
1 9 6 9 年 国 際 破 壊 学 会 ( 1 n t e m 飢 i 財 辺 I c o n g e s s o n  F 松 C t 世 . ) を 創 設 し 初 代 会 長
1 9 7 1 年 ソ 連 科 学 ア カ デ ミ ー 賓 客
1 9 7 3 年 国 際 破 壊 学 会 創 設 会 長
1 9 7 4 年 国 際 破 壊 力 学 共 同 研 究 所 長
1 9 6 5 年 国 際 学 術 専 門 雑 誌  l n t e , , 1 a t i o n a l J O U 如 a l o f  F r a c t 虹 e  M e c h a 1 1 i 偽 を 創 刊
1 9 7 4 年 日 米 ゼ ミ ナ ー 「 ミ ク ロ と マ ク ロ を 結 合 し た 破 壊 力 学 」 の 日 本 側 コ オ ー デ ネ ー
タ ー
1 9 6 7 年 の 国 際 破 壊 力 学 会 議 ( ス ウ ェ ー デ ン ) に 特 別 招 待 講 演 の 他 . 外 国 の 多 く の 大 学 ,
研 究 所 . 学 協 会 な ど で 招 待 講 演 .
国 際 雑 誌 と し て 上 記 の ほ 力 入 「 E 暗 n g ,  F r a c t 1 1 r e  M e c h a 1 1 i c s 」 , 「 1 n t e 血 a t i o n e l  」 o u m a l o f
F a u g u e j ,  r J O 【 1 r n a l  0 壬  I Y l a t e r i a l s  s c i e n c e _ 1 , 「 1 n t a 1 1 a t i 0 1 ) a l  J o u r n 丑 1  0 f  R e s  N l e c h a n i 鳳 」 ,
「 R 部 M e o 、 o n i c a  L e 廿 e 玲 」 な ど の 編 集 委 員 や 編 集 顧 問
著 書 ・ 論 文
材 料 強 度 学 3 巻 ( い ず れ も 外 国 に て 翻 訳 出 版 き ろ ) 。 同 氏 の 約 3 0 0 篇 の 研 究 論 文 の う ち
1 0 0 篇 以 上 に も 上 る も の が , 海 外 研 究 者 に よ っ て , そ の 著 書 ・ 論 文 な ど に 延 べ 妬 0 回 以
上 も 引 用 き れ て い る .
受
賞
昭 和 3 5 年
昭 和 4 3 年
昭 和 4 6 年
日 本 金 属 学 会 功 績 賞
日 本 機 械 学 会 賞
日 本 学 士 院 賞 「 金 属 材 料 の 強 度 に 関 す る 研 究 」
1. PUB王ICATIONS OF THE SCIENTIFIC PAPERSI
1942
富塚,横堀,仲村'四衝程機関の掃気特性(第1報).四弁式平面気筒頭に関すろ
実験.東京大学航空研究所梨報.第217号(昭和 17) P.216
1 9 4 3
横堀.四衝程機関の掃気量忙関すろ・一考察.東京大学航空研究所粂報 NO.226
(昭和 18) P.145
富塚,横堀,仲木上四衝程機関の掃気特性(第2報).四弁式平面気筒頭に関する
実験倫愉.東京大学航空研究所柴報 NO.226 (昭和 18) P.158
富塚,横堀,仲:村四衝程機関の掃気特性(第3報).二弁式球面気筒頭に関する
実験.東大航研粂報 NO.229 (昭和 18) P.250
富塚,横堀,件卞上軸流掃気式二衝程機関の掃気作用に関する研究(第1報'弁
排気,孔掃気式機関の掃気特性).東大航研粂報 NO.231 伊召和 18) P.320
2
2
3
4.
(1N ORD回R OF YEAR)
1944
1.富塚,横堀:軸流掃気式二衝程機関の掃気作用に関すろ研究(第2報弁排気,孔
掃気式機関の掃気特性).東大航研粂報 NO.234 (昭和 19) P.25
2.富塚,横堀:軸流掃気式二衝程機関の掃気作用に関する研究(第3報ヌJ向ビスト
ン型掃気式機関の掃気特性).東大航研粂報 NO.239 (昭和 19) P.209
3.富塚,横堀:軸流掃気式二衝程機関の掃気作用侘関する研究(第4報摺動型,ビ
ストン弁型,弁掃気孔排気式機関の掃気特性).東大航研粂報 NO.239 (昭和
19) P.223
4.富塚,横堀:ビス}ンリングから漏洩する瓦斯圧力羅過に関する実験的研究,東大
航研粂報 NO.235 (昭和 19) P.53
Thi8 bibliography doe8 not coDtain the work8 Which bear a popU18r 8CiBnti6C chaTacter
and n0力 Contain 8τ11Vey P乱PeN in W11ich original novelity is not included. A180, the P乳Pe鵄
PubH8hed fToln 1942 t0 1949 Concerns the gいldies on heat ongines and lubTlcation elcept
1949 [5]
The papers and the book8 at the head ofthe title of which asteris * is edded are an inter・
nationa1丁 C託ed one by foreigne玲.(本論文・著書・総説名冒頭番号にある*記号は海外研究者
によって引用されたものであるこ主をしめす)。
な粘,学会論文集には刊行しなかったが,プライオリチーをもつ研究発表の講演会前刷として計 12
編をふくめてある。
1  9  4  5
横 堀 : 往 復 軸 受 の 理 論 , 東 大 航 研 粂 報  N O . 2 4 8  ( 昭 和 2 0 )  P . 1 2 1
横 堀 , 徳 重 : ビ ス ト ン リ ン グ 接 触 面 よ り の ガ ス の 漏 洩 に 関 す ろ 実 験 ( 第 1 報 ) , 東
大 航 研 粂 報 N O . 2 四 ( 昭 和  2 0 )  P . 1 4 5
横 堀 : ビ ス ト ン リ ン グ か ら 漏 洩 す ろ 瓦 斯 圧 力 経 過 に 関 す ろ 実 験 , 東 大 航 研 粂 報  N O .
2 5 0  ( 昭 和  2 0 )  P . 1 7 1
横 堀 : ビ ス ト ン リ ン グ の 溝 内 に お け る 運 動 に 関 す る 研 究 , 東 大 航 研 粂 報  N O . 2 5 0
( 昭 和  2 0 )  P . 1 9 1
3
4
1  9  4  7
横 堀 : ビ ス ト ン リ ン グ 背 面 溝 に お け ろ 漏 洩 ガ ス 圧 力 , 日 本 機 械 学 会 論 文 集 第 1 3 巻
第  4 5 号 印 召 和  2 2 )  P . 1 3 3
横 堀 : ビ ス ト ン リ ン グ の 溝 内 に お け ろ 運 動 ( そ の  1 ) ( そ の  2 ) , 日 木 機 械 学 会 論 文
集 , 第  1 3  巻 第  3 5 号 ( 昭 和  2 2 )  P . 1 4 9
2
1 9 4 8
横 堀 : ビ ス ト ン リ ン グ 各 部 漏 洩 ケ 所 よ り の ガ ス の 漏 洩 割 合 , 日 木 機 械 学 会 誌 , 第 1
巻 第  3 5 9 号 ( 昭 和  2 3 )  P . 3 1 6
横 堀 '  B I O W - 、 y  の 機 構 ( そ の  2 ) , 東 大 理 工 研 報 告 , 第  2 巻 第 9 号 ( 1 9 4 8 )  P . 1 2 8
1 、
1  9  4  9
横 堀 ' ビ ス ト ン リ ン グ の 溝 内 に お け る 運 動 ( そ の  3 ) , 高 速 機 関 に 関 す る 実 験 , 東
大 理 工 研 報 告 , 第 3  巻 第 2 号 ( 1 9 4 9 )  P . 6 0
横 堀 :  B I O W - b y  の 機 構 ( そ の  3 ) , 圧 縮 漏 洩 の 特 性 , 東 大 理 工 研 報 告 , 第 3  巻 第 3 - 4
号 ( 1 9 4 9 )  P . 1 1 2
横 堀 :  B I O W - 、 y  の 機 構 ( そ の  4 ) , 第 1 種 の  B I O W - b y  の 理 論 , 東 大 理 丁 研 報 告 ,
第  3  巻 第  3 - 4 号 ( 1 9 4 9 )  P . 1 2 6
横 堀 : 内 燃 機 関 に お け る ガ ス の 吹 技 け 特 性 , 自 動 車 技 術 会 会 報 , 1 3 巻 6 号 住 9 4 9 )
横 堀 : 疲 労 破 壊 と 繰 返 数 。 東 京 大 学 理 工 学 研 究 所 報 告 ,  V 0 1 . 3 ,  N O . 5 - 6  ( 昭 和 2 4 )
P . 1 9 3
1 .
2 .
3
1 9 5 0
中 西 , 横 堀 : 軟 鋼 降 伏 点 の 頬 度 曲 線 , 日 本 機 械 学 会 講 演 会 前 刷 , 第 2 室 ( 昭 和 2 5
年 1 0 月 2 5 日 )  P . 2 8 - 2 9
横 堀 : 疲 労 破 壊 の 寸 法 効 果 の 確 率 論 的 考 察 , 日 本 機 械 学 会 講 演 会 前 刷 , 第 2 室 ( 昭
和  2 5 年 1 0 月 2 6  田  P . 6 9 - 7 2
?
? ?
?
? ?
?
1 9 5 1
T. Yokobori: Delayed FTacture in creep of coppeT. J. phys. SOC. Japan,
V01,6, NO.2 (1951) PP.78-81
T. Yokobori: Fatigue FTacture of steel. J. pbys. SOC. Japan, V01.6, NO・ 2
(1951) PP.81-86
T. YokoboTi: on the Rate of the Nucleaと10n ln the RecrystaⅡIzation. J
Phys. SOC、 Japan, V01.6, NO.5 (1951) PP.404-405
T. Yoko、ori: The Fatigue of Metals from the standpoint of tbe Nuclea・
tion Theory pTOC. ofthe lst Japan Natlonal congress for APP. Mech
V01.1 (1951) PP.97-100
横堀'金属破損および破壊の核生成論,日本機械学会講演会前刷(昭和26年Ⅱ
月5日) P.4-フ
*1
*2
*3
4
5
1952
T. Yokobori: Failure and Fracture of Metals as Nucleatlon processes. J
Phy.. SOC. Japan, V01.フ, NO.1 (1952) PP.44-47
T. Y01くoboTi: CTeep Fracture of copper as Nucleatlon process. J. phys
SOC. Jap.n, V01.フ, NO.1 (1952) PP.48-51
T. Yokobori: Failure and FractuTe of Metals as Rate processes. J. phys
SO0. J.pan, V01.フ, NO.1 (1952) PP.122-123
T. Yok01}ori: The cottreⅡ・Bilby Theory of Yleldlng of lTon. phys. Rev.
V01.88, NO.6 (1952) PP.1423
横堀:ストカスチッグ論から見た疲れ破壊,日本機械学会講演会前刷(昭和27年
4月2日) P.21-26
*1
2
*3
*4
3
5.
1953
T. YokoboTi: Failure and FTacture of Metals fTom the standpolnt of the
Stochastic The仭y. J. phys. SO0. Jap.n, V01.8, NO.1(1953) PP I04
106
T. Yokobori: Ductility TTansition and cold Bτ1此leness. J. phys. SOC
Japan, V01.8, NO.1 (1953) PP.107ー・109
T. Yok01)ori: Fatigue Fracture from the standpoint of the stochastic
Theo,y. J. phy.. SOC. J.pan, V01.8, NO' 2 (1953) PP.265-268,
T. Y01Φbori: Damage as an hlitial stage of Fatigue FTacture. J. phys
SOC. J.pan, V01,8, NO.6 (1953) PP.806
横堀:鉄鋼の降伏おくれおよび降伏の歪速度,温度特性,日本物理学会塑性分科
会予稿集(昭和28年5月) P.24-25
*1
*2
*3
*4
5.
4* 1 .
1 9 5 4
T .  Y o k o b o t i :  D e l a y e d  Y i e l d  a n d  s t T a i n  R a t e  a n d  T e m p e r a t u r e  D e p e n d e n c e
O f  Y i e l d  p o i n t  i n  h o n .  J .  A P P I .  p h y s . ,  V 0 1 . 2 5 ,  N O . 5  a 9 5 4 )  P P . 5 9 3 -
5 9 4 .
T .  Y o k o b o T i :  T h e  T i m e  豆 a e c t  i n  t h e  F r a c t u r e  o f  G l a s s  f r o m  t h e  s t a n d ・
P o i n t  o f  N u c l o a t i o n  T h e o r y .  J .  c h e m i .  p h y s . ,  V 0 1 . 2 2 ,  N O . 5  ( 1 9 5 4 )  P P
9 5 1 - 9 5 2
T .  Y o k o b o t i :  T h e  s t a t i S も i c a l  A s p e c t  o f  F a t i g a e  F T a c t u r e  o f  M 此 a l s .  R e p o r t s
O f t h e  h l s t 北 U t e  o f  s c i e n c e  a n d  T e c h n 0 1 0 g y ,  u n i v e r s i t y  o f  T o k y o ,  V 0 1 . 8 ,
N O . 1  ( 1 9 5 4 )  P P . 5 - 1 2
横 堀 : 材 料 破 損 の レ オ ロ ジ ー と そ の 物 性 論 的 基 礎  1 . 機 械 の 研 究  V 0 1 . 6 .  N O . 4
( 昭  2 9 )  P P . 3 3 5 - 3 4 2
横 堀 : 材 料 破 損 の レ オ ロ ジ ー と そ の 物 性 論 的 基 礎  2 . 機 械 の 研 究  V 0 1 . 6 .  N O . 5
( 昭  2 9 )  P P . 4 3 1 - 4 3 4
横 堀 : 材 料 破 損 の レ オ ロ ジ ー と そ の 物 性 論 的 基 礎  3 . 機 峨 の 研 究  V 0 1 . 6 .  N O . 6
( 昭  2 9 )  P P . 5 3 1 - 5 3 3
横 堀 : 疲 労 破 壊 の 理 論 . 第 4 回 応 用 力 学 連 合 講 演 会 前 刷 ( 第 1 部 ) ( 1 9 5 4 - 9 月 )
P . 6 7
* 2 .
* 3
4
5
6 .
フ .
1  9  5  5
T .  Y o k o b o r i :  T h e  T h e o T y  o f  F a t i g u e  F T a C 力 U r e  o f  M e t a l s .  J .  p h y s .  S O C
J a p a n ,  V 0 1 . ] 0 ,  N O . 5  ( 1 9 5 5 )  P P . 3 6 8 - 3 7 4
横 堀 : 金 属 材 料 の 破 壊 お よ び 疲 労 に 関 す る 確 率 論 的 諸 問 題 . 応 用 物 理 第 2 4 巻 第 9
号 ( 昭 3 0 )  P P . 3 5 1 - 3 5 9
横 堀 : 金 属 材 料 の 塑 性 変 形 の レ オ ロ ジ ー . 機 械 学 会 誌 第 5 8 巻 第 賜 5 号 ( 昭 3 0 )
P P . 2 9 2 - 2 9 6
横 堀 : 亜 鉛 単 結 品 の ぜ い 性 破 壊 の 法 則 . 第 5 回 応 用 力 学 連 合 講 演 会 前 刷 ( 第 1 剖 り
( 昭 和 3 0 年 9 月 )  P . 1 4 9
* 1 .
2 .
3
4 .
1 9 5 6
T .  Y 0 1 Φ b o r i :  o n  t h e  F N q u e n c y  D e p e n d e n c e  o f t h e  F a t i g u e  o f  M e t a l s .  J
P h y s .  S O C .  J . P . n ,  V 0 1 . 1 1 ,  N O . 6  ( 1 9 5 の  P P , 7 1 5 - 7 1 6
横 堀 : 材 料 試 験 結 果 の 統 計 的 解 釈 . 材 料 試 験 第 5 巻 第 3 2 号 ( 昭 3 D
* 1 .
2 .
* 1
T Y o k o b 0 τ 1
T h e o r y
1 9 5 7
F a t i g u e  F r a c t u T e  c r i t e r i o n  i n  M 此 a l s  B a s e d  o n  D i s l o c a t i o n
T e c h .  R e p .  T o h o k u  u n i v . ,  V 0 1 .  x x n ,  N O . 1  ( 1 9 5 7 )  P P . 5 1 一 釘 .
P P
2 6 6 - 2 7 1
*2.T. Yokoborl
Comblned
80
鋼の疲労破壊の統計的性質に及ぽす結晶粒大きさの影響(第1報).材料試3.横堀
験 V01.6. NO.45 (1957) PP.378-381
1958
*]. T. Y。k。b。ri and H. ohara: statistical Aspect ln AcceleTatlng creep and
Creep Frature of oFHc coppeT. J. phys. SOC, Japan, V01・ 13, NO・ 3
(1958) PP.305-312
H. Hamamoto and A. otsuka: stress condition foT Brltue Frac、*2. T.Yokob0τ1,
tuN 。f Mild ste。1. N飢UN V01.181, NO.4625 (1958) PP.1719-1720.
3. T. Y。R。boTi: Discussions on the E丘ect of Rate of stTess Application and
OfA如ealedMild steel. T玲nsTemperature on the upper Yleld stress
ASM, V01.50 (1958) PP.512-513
*4. T. Y。k。b。ti: Fatigue Damage of pla血 Carbon steels・一豆丘ect of Rebeating
ASTM BUⅡetin, NO.器4 (1958) PP.66-67.
5.横堀:鋼の疲労破壊の統計的性質植及ぱす結晶粒大ききの影響(第2報)・材料試
験 V01.フ. NO.58 (1958) PP.371-376
A Theoretical criterion for the FtactuTe of Metals undeT
Nt rnating stte..es. J. APPI. Mech., V01' 24 (1957), PP.フフー
1959
T. Y。]Φb。ri: A study of the Nature of Fatigue Damage of plain caTbon
Steelby Reheating Method. Tech. Rep. TohokⅡ Univ., V01.23, NO・ 2
(1959) PP 91-101
T. Y。ko、。ri: The lnauence of Meta11Urgical ,actors on Fatigue 王.imit and
t}1e statistical NatuTe of Fatigue Fracture of plain catbon steel. proc.
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同上: V01.11. NO.3 (1沼34) P.449-452
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同 上 :  V 0 1 . Ⅱ . N O . 1 2  ( 昭  3 4 )  P . 1 6 2 9 - 1 6 3 2
1 9 6 0
T .  Y o k o b o r i :  A n o t h e r  l n t e T P T e t a t i o n  o f  t b e  l n H 1 1 e n c e  o f  T e m p e r a t u r e  o n
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D u c t i l e  c l e a v a g e  F r a c t u T e  i n  M i l d  s t e e l .  T e c h .  R e p .  T o h o k u  u n i v . ,
V 0 1 . 2 4 ,  N O . 2  ( 1 9 6 の  P P . 1 2 7 - 1 3 6
T .  Y O R o b o r i :  s t r e s s  c T 辻 e r i o n  f o r  F a t i g u e  F T a c t 1 1 τ e  o f  s t e e l s .  J .  M e c h
P h y s .  s o l i d " .  V 0 1 . 8 ,  N O . 2  ( 1 9 6 の  P P . 8 1 - 8 6
横 堀 : 金 属 材 料 の 破 壊 と 疲 労 概 論 . 機 械 の 研 究  V 0 1 . 1 2 . N O . 2  ( 昭 3 5 )  P . 3 1 5 - 3 1 8
同 上 :  V 0 1 . 1 2 . N O . 3  ( 昭  3 5 )  P . 4 4 9 - 4 5 1
同 士 . :  V 0 1 . 1 2 .  N O . 4  ( 昭  3 5 )  P . 5 8 5 - 5 8 9
同 _ E :  V 0 1 . 1 2 .  N O . 5  ( 昭  3 5 )  P . 7 1 3 - 7 1 6
同 _ 1 t :  V . 1 . 1 2 . N O . 6  ( 昭  3 5 )  P . 8 4 5 - 8 5 0
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詞  1 ' :  V 0 1 . 1 2 . N O . 1 0  ( 昭  3 5 )  P . 1 3 7 3 - 1 3 7 フ
1 司 _ 上 :  V 0 1 . 1 2 .  N O . Ⅱ ( 昭  3 5 )  P . 1 5 1 0 - 1 5 1 6
同 上 :  V 0 1 . 1 2 .  N O . 1 2  ( 昭  3 5 )  P . 1 6 2 3 - 1 6 2 8
1 9 6 1
横 堀 : 鋼 材 の ぜ い 性 破 壊 の 法 則 に つ い て . 機 械 学 会 誌 V O } . 6 4 . N O . 5 1 0  ( 昭 3 6 ) P P .
1 0 1 3 - 1 0 2 2
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1 9 6 2
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T. Y。]くobori, M. Morita and T. Takahashi: E仟ect of Fen辻e GTain size on
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.nd 。n tho Yiold poin船. Toch. Rep. Toboku univ., V01.28, NO.1 (1963)
PP.81-85
T. Yokobori: uni6ed Engineering TheoTy of Metal Fatigue. Tecb. Rep
Tohoku univ., V01.27, NO.2 (1963) PP.143-163
T. Yokoboti and A. otsuIくa: Bτ辻tle FractuTe in l.OW・caTbon steel undeT
Tensile and Torsion Test. proc.1St lnteTnational congress on 豆Xperi・
montol Mech"nic", porgamon pN豁 0963) PP 353-370
T. Yokobori, A. otsuka and T. Takahashi: A Note on cleavage FractuTe
Of l'OW、carbon steel at Liquid・NitTogen Temperatute, FTacture of
S。1ids", D.C. Drucl{er and JJ. Gilman Ed., AIM豆,1ntersclence pub
(1963) PP.261-266
T. Y。k01}OTi, T. Taknhashi and 11. Klshlmoto: TenS11e and TOTslonal
Cleavage FTacture of l.olv carbon steel at 78゜K. J. of Aust.1nst. Met.,
V01.8, NO.2 (19開一5) PP.184-190
横堀'前川.是川:鋼の疲労の統計的性質および疲労強度と非金属介在物.材料
V01.12. NO.117 (昭 38-6) PP.434-438
横堀.安藤:無秩序変動荷重疲労試験結果の確率過程論的解釈.日本機械学会講
演会前刷集(1昭38) P.47-49
1964
T. Yok01〕ori and M. Hanzawa: Tensile and Torsional cleavage Fracture
Of l"0、v caTbon steel at Liquid Nitrogen TemperatuTe, part 11- Mech・
anical Tests and Meta110graphic observations. Tech. Rep. of Tohoku
Univ,, V01.28 a964) PP.]41-152'
T. Yok01〕OTi, T. Takahashi and H.1くishlmoto: TenS11e and Torslona]
Cleavage FractuTe ofl'ow car]〕on steelat l.1q田d N北rogen TemperatuTe,
PaTt 111-・ The studies l〕y Electron MicToscopy and x・ray DigTaction
Tech. ROP. of Tohoku univ., V01.28 (1964) PP.153-165
T. Yokobori: Tensile and TOTsionel cleavage FractuTe of l'0、v caTbon steel
at Liquid N辻rogen Temperatute, part lv -・ A T、eoretlcal crlterlon of
Cleavage Fracture of this Type. Tech. Rep. of Tohoku unlV「 V01.28
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8C o n c e n t r a t i o n  d u e  t o  p i l e d ・ U P  D i s l o c a t i o n s .  J .  p h y s .  S O C .  J a p a n ,
V 0 1 . 1 9  ( 1 9 6 4 )  P P . 2 3 3 7 - 2 3 3 8
T .  Y o k o 、 O T i a n d  M . 1 C h i k a w a : 豆 l a s t i c  s o l i d  w i t 、  a n  l n 6 n i t e  R o w  o f  c 0 Ⅱ i n e a r
C T a c k s  a n d 、 t b e  F T a c t u N  C T i t e r i o n .  J .  p b y s .  S O C .  J a p a n ,  V 0 1 . 1 9  a 9 6 4 )
P P . 2 3 4 1 - 2 3 4 2
横 堀 : 材 料 の 力 学 的 挙 動 の 科 学 . 材 料 第  1 3 巻 第 1 2 5 号 ( 昭 3 9 )  P P . 6 6 - 7 2
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T 、  Y o k o b o r l  a n d  M .  N a n b u :  F i s b  E y e  A p p e a T h l g  o n  t h e  F a t i 印 e  F T a c 、
t u r e d  s u r f a c e  o f  B a Ⅱ  B e a r i n g  s t e e l .  p r o c e e d i n g s  o f  t h e  s e c o n d  c o n 、
f e T e n c e  o n  D i m e n s i o n i n g  a n d  s t r e n g t h  c a l c u l a t i o n s ,  H u n g a T i a n  A c a d e m y
O f  s c i e n 0 部 ,  B u d a p e 此 ,  H u n g 壮 y  ( 1 9 6 励  P P  4 5 9 - 4 6 8
T .  Y o k o b o r i ,  M . 1 C b i k a w a  a n d  M . 0 1 1 a s h i : 1 n t 田 , a c t i o n  b e t w e e n  p a r a Ⅱ e l
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S t t .  a n d  , r a o t .  M a t e , i o l s ,  T 0 五 o k u  u n i v . ,  V 0 1 . ] ,  N O . 1  ( 1 9 6 5 )  P P . 1 - 1 4
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M e c h . ,  V 0 1 . 1 ,  N O . 1  ( 1 9 6 5 )  P P . 1 - 1 3
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A s y m m e t r l c a 1  豆 l a s t i c  c r a c k s .  R e p .  R e s . 1 n s t .  s t T .  F r 乳 C t .  M a t e r i a l s ,
T o h o k u  u n i v . ,  V 0 1 . 1 ,  N O . 2  ( 1 9 6 5 )  P P . 3 3 - 3 9 .
M .  o h a S 1 1 i ,  M . 1 C b i l く a w a  a n d  T ,  Y o k o b o r i :  T h e  l n t e T a c t i o n  o f  T w o  p a r a Ⅱ e l
豆 l a s t l c  c T a c R s  n o t  p e r p e n d i c u l a τ 翻 a c h  o t b e r .  R e p  R e s . 1 n s t .  s t r .
F T a c t .  M a t e T i a l s ,  T o h o k u  u n i v . ,  V 0 1 . 1 ,  N O . 2  ( 1 9 6 5 )  P P . 4 1 - 4 6
T .  Y o k o 、 o r i  a n d  M . 1 C 面 k a w a :  T h e  l n t e r a c t i o n  o f  T W O  C 0 Ⅱ i n e a T  D i s l o c a 、
t i o n  c T a c k s  w i t h  s p e c i a l  R e f e r e n c e  t o  B T i 此 l e  F N c t u N  s t N n g し h  o f
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2  ( 1 9 6 5 )  P P . 4 7 - 5 7 '
M . 1 C h i k a w a  a n d  T .  Y o k o b o T i :  T h e  h t e r a c t i o n  o f  p a r a Ⅱ e l  s l i  B a n d s  w i t h
S p e c i a l R e f e r e n c e  t o  s t r e s s  c o n c e n t r a t i o n .  R e p  R e s .  b s t .  s t r .  F r a c t
M a t e r i a 1 ■ ,  T o h o k ゛  u n i v . ,  V 0 1 . 1 ,  N O . 2  ( 1 9 6 5 )  P P  5 9 - 6 8
T .  Y o k o b o r i ,  M . 1 C h i k a w a  a n d  M .  o h a s h i :  T h e  l n t e r a c t i o n  、 e t w ・ e e n
n
E l a s t i c  c r a c k  a n d  a  s l i p  B a n d  w i t h  s p e c i a l R e f e r e n c e  t o  B T i t t l e  F r a c t u T e
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Sttength of Metals. Rep Res.1nst. stt. FTact. MateTiab, TohokⅡ
Univ., V01.1, NO.2 (1965) PP 69-78.
M. ohashi, M.1Chikawa and T. Yokobori: The lnteraction b此Ween an
刊lastic crack and a Dislocation cTack with special RefeTence to BTi桃le
FTactute strengしh of Metals. Rep. Res. h)st. str.,Tact. Materials,
Tohok゛ U丑iv., V01.1, NO.2 (]965) PP 79-86
横堀:鉄鋼の機械的破壊機構.日本金属学会会報 V01.4.NO.7住965) PP.UI-450
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CaTbon steelat l'iquid Nitrogen Tempetature. proc.1nt. conf. FTacture,
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T. YORoboTi and M. Nanbu: FatigⅡe FTaCもUre of vacuum・Melted BaⅡ
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M.tedab, ToholN univ., V01.2, NO' 1 (1966) PP.1-19
T. YokoboTi and M.1Chikawa: Tbe 豆netgy アTinciple 部 Applied to the
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S廿. FNct. M.to,ials, Tohoko univ., V01.2, NO.](1966) PP 21-28
T. YokoboTi and M. Tanaka: A Note on the plaSもic zone size Ahead of t、e
Prop.g.ting Fatigue cTack.1nt. J. Fract. Mech., V01.2 (196の PP.564-
566
T. Y01Φ1)ori, K. shimizu and M. Tanaka: The Relation between Yield
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Inst. phys., PP.100-]07
T. Yokohori and M. Nanbu: Fatigue crack propagation in the High
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Univ., V01.2, NO.2 (196の PP.29-44
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Multi・axialNteTnating stTess state' Rep_ Res,1nst. stT.,Tact. Materials,
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I n  t h e  D 1 τ e C も 1 0 n  o f  t h e  p a t h  o f  t h e  M o v i n 宮  B T i t t l e  c T a c k .  R e  .  R e s .
I n s t '  s t r .  F N c t .  M a t e " a l . ,  T o h o k u  u n i v . ,  V 0 1 . 2 ,  N O . 2  ( 1 9 6 の  P P  5 5 _ 6 1 .
T ・  Y o k o b o t i ,  M . 1 C 五 i k a w a  a n d  M .  o h a s h i : 1 n t e r a c t i o n  b e t w e e n  豆 l a s t i c
C r a c k s ,  D i s l o c a t i 0 Ⅱ  C r a c k s  a n d  s l i p  B a n d s .  p r o c .  F i r s t  h ) t .  c o d
召 凱 C t U 鵡 ,  s e n d a i ,  J a p a n  ( 1 9 6 の  V 0 1 . ] ,  P P . 1 6 7 - 1 9 0 .
横 堀 ' 田 中 : 疲 労 き 裂 の 先 端 に 生 ず る 塑 性 領 域 の 大 き き に っ い て . 日 本 材 料 強 度
学 会 誌  V 0 1 . 1 .  N O . 1  ( 1 9 6 6 )  P P . 3 - 5
横 堀 ' 市 川 : 平 行 な す べ り 帯 の 相 互 干 渉 一 特 に 間 隔 の 狭 い 場 一 に っ い て ー . 日 本
材 料 強 度 学 会 誌  V 0 1 . 1 .  N O . 2  ( 1 9 6 6 )  P P . 3 - 1 7
1 2
1 3
1 9 6 7
T .  Y o k o b o r l  a n d  M . 1 C h i k a w a :  T h e  l n t e r a c t i o n  o f  l 〕 且 τ a Ⅱ e 1  豆 ] a s t i c  c r a  k
a n d  p a N 1 1 e l  S 1 1 P  B a n d s  R e s p e c t i v e l y  B a s e d  o n  t h e  c o n c e  t  。 f  c 。 n _
t l n u o u s  D 】 s t r l b u t l o n  o f  D i s l o c a t i o n s  l .  R e p .  R e s . 1 n s t .  s t r ' , r a c t
N 1 ■ t 町 i 0 1 ■ ,  T o h o k u  u n i v . ,  V 0 1 . 3 ,  N O . 1  ( 1 9 6 7 )  P P . 1 - 1 4
T .  Y o k o b o r l  a n d  M . 1 C h i 1 徐 W a :  T h e  h l t e r a c t i o n  o f  p a T a Ⅱ e l  E l a s t i c  c r a c k s
a n d  p a r a Ⅱ e l  S 1 1 P  B a n d s  R e s p e c t i v e l y  B a s e d  o n  t h e  c o n c e  t  o f  c 。 n _
t l n u o u s  D l s t r l b u t l o n  o f  D i s l o c a t i o n S  1 1 ,  R e p .  R e s .  b s t .  s t r .  F r a c t
M a t e r i o l s ,  T o h o k u  u n i v . ,  V 0 1 . 3 ,  N O . 1  ( 1 9 6 7 )  P P . 1 5 _ 3 7
T ・  Y o k o b o r l  a n d  M . 1 く 辻 a g 乱 W a :  T h e  T e m p e T a t u r e  D e  e n d e n c e  o f  T e n s i l e
a n d  T O T s l o n a l  B r 辻 t l e  F r a c t u r e  a t  l ' O W  T e m p e r a t u t e .  J S M E  1 9 6 7 ,
S o m i ・ 1 n t .  s y m p . 回 X P 町 .  M e o h . ,  V 0 1 . 1 1  ( 1 9 6 7 )  P P . 1 8 3 - 1 8 5
T ・  Y o k o b o r l ,  M .  T a n a R a ,  H .  H a y a l { a w a ,  T .  Y o s h i m u r a  a n d  s .  s a s a h i T a
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横堀,前川:軸受鋼の疲れ強きの異方性.日木機械学会論文集第鈴巻第250号
(昭 42) PP.889-894
亀井,横堀:伝播しっつぁる弾性脆性き裂の応力分布にっいて.日本材料強度学
会豆志 V01.2. NO.3 (1967) PP.39-42
11
12.
1 9 6 8
T. Yokobori: criteria for Nearly Brittle Fracture.1nt. J. Fracture Mech.,
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T. Yokobori and M.1ChiRawa: E任ect of Elastlc-plastlc stross D玲trlbutlon
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誌  V 0 1 . 4 .  N O . 3  ( 1 9 6 9 )  P . 8 4 - 8 6
横 堀 , 安 藤 : 無 秩 序 変 動 荷 重 疲 労 試 験 結 果 の 確 率 過 程 論 的 解 釈 . 日 本 材 料 強 度 学
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T .  Y 0 1 Φ b o T i ,  M . 1 C h i k a w a  a n d  H .  K a w a m o t o :  F a t i g u e  R e l i a b i 1 辻 y  u n d e T
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* 1
2
3
5. 横堀,沢木:破壊強度と寿命に対する W'e北UⅡ表示の確率過程理論からの導出.
日本材料強度学会誌 V01.6. NO.4 (1972) PP.109一Ⅱ4
横堀,吉田:疲労き裂伝播の動的理論の定量化について.日本材料強度学会誌
V01.6. NO.4 (1972) PP.115-120
6
1973
T. Yokobori and Y. sawaki: A stochastic Theory APPToach to FTacture
Of solids combining Mictoscopic and Macroscopic vaTlables.1nt. Journ,
Of FractuN V01.9 (1973) PP.95-97
T. Yokobori and A. Kamei: The size of plastlc zone at 力he Tip of a cNck
in plane strain state by the 憂'in辻e 豆lement Method.1nt. Journ. of
,TactuN V01.9 (]973) PP.98-100
T. Yokobori, K. sato and H. Yag11Chi: observatlons of MicTOSCOplc plastlc
Zone and slip Band zone at the Tゆ of Fatigue cTack. Rep. R部.1nst
Str.,ract. MateTial', Tohoku univ., V01.9, NO.1 (1973) PP.1-10
M,1Chikawa,1王. Kuroda and T. Yokoborl: Yleldlng of steel aS 王'oca11Zed
Successive stocbastic processes. Rep. Res.1nst. stT, Fract. Materia]S,
TO、oku univ., V01.9, NO.1 (1973) PP Ⅱ一23.
T. YokoboTi and Y. salvalくi: A stochastic Tbeory Approacb to FTacture of
Solids conlbining Nlicroscopic and Macroscoplc var]al)1es. Rep. Res
In寸. str. F稔Ct. M"toriab, Tohoku univ., V01.9, NO.1 (1973) PP.25-
33
T. Yokobori,1. Kawada and H.1王ata: The 回任ects of FeTrite GTain slze on
the staσe n Fatigue cTack propagation in plain l.ow carbon steel. Rep
ROS, h,st. S廿. F,act. Mot町ials, TobolN univ., V01.9, NO.2 (]973) PP.
35-64
T. Yokobori and T. Aizawa: some Notes to the Kmetlc TheoTy of Fatlgue
CTacR propagation Rate. Rep Res. bst. str. FTact. Materlals, Tohoku
Univ., V01.9, NO.2 (1973) PP.65-67
T, Yokobori: A PToposed uni6ed pictuTe of ,atigue Hardening and
Softoning.1nt. JOUTn. ofFractuN V01.9, NO.4 (1973) PP.487488.
T. YokoboTi and A. Kamei: A cr辻etion foT LOW・stTess Brlttle FractⅡre of
MateTials with crack or shaTP Notch Based on combined Micro・and・
Macro FTacture Mecbanics.ⅡngineeTing FTactuTe Mecbanics, V01,5
NO.4 (1973) PP.819-836
T. Yok01〕OTi and T. Aizawa: The lnauence of TempeTatufe and stress
Intensity FactoT upon the stTlation sP乳Cing and Fatigue cTack
Propagation Rate of Numinum Nloy.1nt. Journ. of FrectuTe 9, NO.4
a俳3) PP 489-491
T. YokoboTi and M. Yoshida: Kinetic Theory Approach to ,atigue crack
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* 1 乞 .
P r o p a 牙 a t i o n  i n  T e r m s  o f  D i s l o c a t i o n  D y n a m i c s ・ 1 王 .  p r o c .  T h i T d  l n 士
C o n f .  F N c t u r e ,  M u n i o h , ( 1 9 7 3 )  V 0 1 . 1 1 , 1 - 3 3 2 .
T .  Y o k o 、 o r i ,  A .  K a m e i  a n d  T .  K o g a w a :  A  c o n c e p t  o f  c o m b i n e d  厶 監 C T o  a n d
M a c T O  F r a c t u T e  M e c h a n i c s  t o  B τ 辻 t l e  F T a c t u r e .  P T O C .  T h i T d  l n t .  c o n f
苔 r . c t u M ,  M u n i c h , ( 1 9 7 3 )  V 0 1 '  1 1 , 1 - 4 3 1
1 9 7 4
T .  Y o k o b o r i ,  A . T .  Y o k o b o r i ,  J r .  a n d  A .  K a l n e i :  c o m p u t e r  s i m u l a も i o n  o f
D i s l o c a も i o n  咽 l n i s s i o n  f r o m  a  s t r e s s e d  s o u r c e .  p h i l o s o p h i c a l  M a g a z i n e ,
V 0 1 . 3 0 ,  N O . 2  ( 1 俳 4 )  P P . 3 6 7 - 3 7 8
T .  Y O R o b o T i ,  A .  K a m e i  a n d  s '  K o n o s u :  A  c o n c e p t  o f  c o m b i n e d  M i c T o  a n d
M a c T 0  玉 ' r a c t u T e  M e c h a n i c s  t o  B T i t t l e  F r a c t u T e .  h ) t .  J O U T n .  o f  , r a c t u r e ,
V 0 1 . 1 0 ,  N O . 3  ( 1 9 7 4 )  P P . 3 7 5 - 3 7 フ
T .  Y o k o b o r i  a n d  M . 1 C h i k a w a :  N o n l i n e a r  c u m u l a t i v e  D a m a g e  l . a w  f o r
T l m e ・ d e p e n d e n t  , r a c t u T e  B a s e d  o n  s t o c h a s t i c  A P P T o a c b .  R e p  R e s
I n s t .  S 切 .  F 瓢 o t .  M . t e T i a l . ,  T o h o k u  u n i v 、  V 0 1 . 1 0 ,  N O . 1  ( 1 9 7 4 )  P P . 1 - 1 4
T .  Y 0 1 Φ b o T i  a n d  M .  Y o s b i d a :  K i n e t i c  T h e o r y  A p p r o a c b  t o  F a t i g u e  c r a c l く
P T o p a g a t i o n  l n  T e r m s  o f  D i s l o c a t i o n  D y n a m i c s 、  1 n t .  J o u t n .  o f  F r a C も U r e
V 0 1 . 1 0 ,  N O , 4  ( 1 9 7 4 )  P P . 4 釘 一 4 7 0
T .  Y o k o b o T i ,  M . 1 C h i k a w a  a n d  卸 . 卸 U j i t a :  A  s t o c 、 a s t i c  T h e o r y  o f  F r a c t u r e
O f  s o H d s  c o n t a i n i n g  a  s m a Ⅱ  N u m b e T  o f  M a c T o s c o p i c  D e f e c t s .  R e p .  R e s
I n s t .  s t r . , r a c t .  M a t e r i a l s ,  T o h o k u  u n i v . ,  V 0 1 . 1 0 ,  N O . 1  ( 1 9 7 4 )  P P . 1 5 -
2 7
A .  K a m e i  a 皿 d  T .  Y o k o b o r i :  s o m e  R e s u l t s  o n  s t r e s s  l n t e n s i t y  玉 ' a c t o t s  o f  t h e
C r a c k s  a n d / o r  s l i p  B a n d s  s y s t e m .  R e p  R e s . 1 n s t .  S も r .  F r a c t .  M a t e r i a l s ,
T o h o k ゛  u n i v . ,  V 0 1 . 1 0 ,  N O . 2  ( ] 9 7 4 )  P P . 2 9 - 9 3
横 堀 , 相 沢 : ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 に お け る 疲 労 き 裂 伝 揺 速 度 お よ び ス ト リ ェ ー シ ョ
ン 問 隔 の 温 度 お よ ぴ 応 力 拡 大 係 数 依 存 性 . 日 本 金 属 学 会 誌 第 3 8 巻 第 8 号
( 1 9 7 4 )  P P . 7 2 0 - 7 2 4
横 堀 , 志 村 : 低 炭 素 鋼 の 高 温 ク リ ー プ 破 面 の 定 査 電 顕 観 察 . 日 本 金 属 学 会 誌
第  3 8  巻 第  8  号 ( 1 9 7 4 )  P P . フ フ フ ー フ 7 8
横 堀 , 市 川 , 河 本 : ラ ン ダ ム 荷 重 に お け る 疲 れ 破 壊 の 偏 頼 度 . 日 本 機 械 学 会 論 文
集 第  4 0  巻  3 2 9  号 ( 1 9 7 4 )  P P . 1 - 8
横 堀 , 市 川 , 横 堀 : 疲 労 と ク リ ー プ の 帽 互 干 渉 . 日 本 材 料 強 度 学 会 誌 第 9 巻 第 1
号  a 9 7 4 )  P P . 1 3 - 2 0
横 堀 , 市 川 : 時 問 依 存 型 破 壊 の 決 定 論 模 型 に よ る 累 積 被 害 則 . 日 本 材 料 強 度 学 会
誌 第  9  巻 第  2 号 ( 1 9 7 4 )  P P . 7 6 - 8 1
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1975
1. T. Yokobori, M.1Chikawa and A.T. Yokoboti, Jr.: The ,atigue andJ
CTeep lnteraction. Engineering ,ractuTe Mec、anics, V01.7 NO.3 (1975)
PP.441-443
2. T.Yokobori:Π01×0酉H npoB旺EME B3AⅡMOIE負CTBaa ycTA旺0・
CfⅡⅡΠ0旺3yqEcfⅡ, MEC11ANICS OF D豆FOR1仏BI,翻 S0工IDS
AND STRUCTUR豆S, Academy of sciences of tbe ussR, Tbe ussR
National committee on Theoretical and Applied Mech&nics, state
Resealch bstitute for S力Ⅱdy of Mac、ines, M.V.王'omonosov MOSCOW
State univ. MOSCOW 11ASHINOSTR0豆N1翻(1975) PP.178-182
*3. T. YORoboTi, T. Kawasaki, S. Nakanishi, Y. sawaki and K. Hatanaka:
召τacture Toughness and Fati倉Ue crack propagation in Hig、 stTengしb
Stee1 丘oln Room TelnperatuTe to -180゜C.刊nglneeTlng 四τactuTe
Mechanics, V01.フ, NO.3 (1975) PP.465-472.
4. T. Yokobori, M. YOS五ida, H. Kutoda, A. Kamei and s. Konosu: Non・1'1neat
Intetactlon between Main crack and NeaT・by slip Band.豆ngineerlng
FTact. Mech.nic., V01.フ, NO.3 (1975) PP.37フ-388.
*5. A.T. Yokobori, h., T. YokoboTi and A. Kamei: GeneTalization of
Computet simulation of Dislocation Emission under constant Rate of
Sttess Applicati0Ⅱ. Joumal of Applied phy.ics, V01,46, NO.9 (1975)
PP.3720-3724.
6. T. YORobori, M.1Chil{awa and K. Kato: stTesS 111tenslty Fector foT a
Crack and a NeaT、by slip Band lnteTacting acrosstbe lnterface of a TWO・
Phase MateTial. Rep. Res.1nst. stt.1ract. MateTials, Tohoku unlv., V01.
11, NO.1 (1975) PP.29-54
*フ. T. Yokobori, A.T. YokoboTi, JT. and A. Kamei: Dislocati0刀. Dynamjcs
TheoTy foT Fatigae cTack GTowth. hlt. JOUTn. of ,ractute, V01.11, NO
5 a975) PP,781-788
8. Y.A. shamanin, T. Yokobori and H. sakata: FatigⅡe FTacture of Ⅸ・
もitanium Nloy undeT combined NteTnatlng Bendlng and Torslonal
Stresses. Rep. Res. bst. str.旧'tact. Materials, Tohoku univ., V01,11,
NO.2 (1975) PP.55-65.
9. M.1Chi1てawa, N. Tagawa and T. Yokobori: A stochastic Theoty of
FractuN of Elastic Type in F北N Reinforced composite Materials. Rep
R冊.1n此. str.卸ract. Matetials, Tohokn univ., V01.11, NO.2 (1975)
PP 67-81.
10.横堀,小川原:熱処理した軸受銅の疲労破面の走査型電子顕微鏡によろ観察.日
本材料強度学会誌第9巻第4号(1975) PP.40-41
11.横堀,志村: Ni,rloniC75 合金の高温クリープ破壊について.日本金属学会誌第
39 巻第 2号(1975) PP.199-205
*12.横堀,沢木,庄野,熊谷:高強度共析鋼の疲労き裂の発生と伝播.日本金属学会
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玲
第  3 9 巻 第  3  号 ( 1 9 7 5 )  P P . 3 1 7 - 3 2 5
誌
横 堀 , 北 川 : 切 欠 き 先 端 半 径 の 有 限 な 切 欠 き 鋼 材 の 低 応 力 ぜ い 性 破 壊 に つ い て .
日 本 機 械 学 会 論 文 集 第 4 1 巻 第 3 4 6 号 ( 1 9 7 5 )  P P . 1 6 5 0 - 1 鉐 7
横 堀 , 川 崎 , 中 西 , 沢 木 , 畑 中 : 低 温 ( 室 温 ~ - 1 8 0 ゜ C ) に お け ろ 高 強 度 鋼 の 破 壊
じ ん 性 と 疲 れ き 裂 伝 ぱ 化 っ い て . 日 本 機 械 学 会 論 文 集 第 4 1 巻 第 3 5 2 号 a 9 7 5 )
P P . 3 3 2 4 - 3 3 3 1
横 堀 , 吉 田 , 黒 田 , 亀 井 , 鴻 巣 : 近 接 す る き 裂 と す べ り 帯 の 相 互 千 渉 . 日 本 機 械
学 会 論 文 集 第 4 1 巻 第  3 5 0 号 ( 1 9 7 5 )  P P . 2 7 7 5 - 2 7 8 3
横 堀 , 相 沢 : 3 0 4  ス テ ン レ ス 鋼 化 お け ろ 疲 労 き 裂 伝 播 速 度 お よ び ス ト リ ェ ー シ ョ
ン 間 隔 の 温 度 お よ び 応 力 拡 大 係 数 依 存 性 . 日 本 金 属 学 会 誌 第 3 9 巻 第 1 0 号
( 1 9 7 5 )  P P . 1 0 0 3 - 1 0 1 0
横 堀 : フ ラ ク ト ロ ジ ー ( F 仏 C t 0 1 0 g y ) の 提 案 一 破 壊 の 問 題 に 対 す ろ 各 種 の 研 究 方
法 論 に つ い て ー . 機 械 の 研 究 第 2 7 巻 第  9 号 ( 1 9 7 5 )  P P . 1 1 0 7 - 1 Ⅱ 4
1 4 .
8
1 5
1 6
* 1 7 .
1 9 7 6
T .  Y o k 0 1 ) o r i ,  Y .  s a 、 v a k i ,  S .  s h o n o  a n d  A . 1 く U m a g a i : 1 n i t i a t i o n  a n d  p r o p a g a ・
t i o n  o f  F a t i g u e  c r a c k  i n  H i g h  s t r e n g b h  E u t e c t o i d  s t e e l .  T T a n s .  J I M ,
V 0 1 . 1 7 ,  N O . 1  ( 1 9 7 6 )  P P . 1 - 1 0
T .  Y o k o b o r i ,  Y .  s a w a k i ,  S .  s b o n o  a n d  A . 1 く U m a g a i : 1 n i t i a t i o n  a n d  p r o p a ・
g a t i o n  o f  , a t i g a e  c r a c k  i n  u n n o t c h e d  s p e c i n l e n s  o f  H i g h  s t r e n g ι h
翻 U t e c t o i d  s t e e l .  R e p '  R e s . 1 n s t .  s t r .  F r a c t .  M a t e r i a l s ,  T 0 1 1 0 R u  u n i v . ,
V 0 1 . 1 2 ,  N O . 2  ( 1 9 7 の  P P . 2 9 ・ ・ 5 4
T .  Y o k o b o T i  a n d  T .  A i z a w a :  T h e  h 1 丑 U e n c e  o f  T e m p e r a t u r e  a n d  s t r e s s
I n t e n s i t y  F a c t o r  u p o n  t h e  吾 a t i g u e  c r a c R  p r o p a g a t i o n  R a t e  a n d  も h e
S t T i a t i o n  s p a c i n g  i n  3 0 4  S も a i n l e s s  s t e e l .  B I S 1 1 4 4 4 6 ,  A u g u s t  1 9 7 6
T .  Y o k o b o r i  a n d  l く .  s a t o :  T h e  豆 仟 e c t  o f  F N q u e 1 1 C y  o n  F a t i g u e  c r a c k
P r o p a g a t i o n  R a t e  a n d  s t t i a t i o n  s p a c i n g  i n  2 0 2 4 T 3  A l u m i n i u m  A 1 1 0 y
a n d  s M - 5 0  S 加 e l . 翻 n g i n e e r i n g  F T a c t u N  M e c h a n i c s ,  V 0 1 , 8 ,  N O . 1  ( 1 9 7 の
P P . 8 1 - 8 8
T .  Y o k o b o T i ,  A . 1 く a m e i  a n d  A . T '  Y o k o b o T i ,  J r . : , a t i g u e  c r a c k  p r o p a g a t i o n
U n d 艇  M o d e  1 1  L o a d i n g . 1 n t .  J o u m .  o f  F N c t u N ,  V 0 1 . 1 2 ,  N O . 1  ( 1 9 7 の
P P . 1 5 8 - 1 6 0
T .  Y o k o b o r i ,  A 、  K a l n e i  a n d  s .  K o n o s u :  A  c r i t e r i o n  f o r  l ' O W ・ s t r e s s  B r i t t l e
喬 τ a c t u T e  o f  N o t c h e d  s p e c i m e n s  B a s e d  o n  c o l n b i n e d  M i c T o  a n d  M a c r o
F r a c t u r e  M e c h a n i c s  - 1 .  E n g i n e o T i n g  , r a c t u r e  M e c h a n i c s ,  V 0 1 . 8 ,  N O .
2  ( 1 9 7 の  P P . 3 9 7 - 4 四 .
D . L .  D a v i d s o n ,  J .  L a 1 1 ] く f o r d ,  T .  Y o k o b o r i  a n d  K .  s a t o :  F a t i g u e  c r a c k  T i p
P l a s t i c  z o n e s  i n  L o w  c a r b o n  s t e e l .  h l t .  J o u r n .  o f  F T a c t u T e ,  V 0 1 , 1 2 ,
N O . 4  ( 1 俳 6 )  P P . 5 7 9 - 5 8 5
T .  Y o k o b o t i  a n d  M .  K i t 及 g a w a :  B T i 桃 l e  F r a c t u r e  b e y o n d  G e n e r a l  Y i e l d i n g
勺
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in unnotched specimen of LOW' carbon steels undeT comblned TenS11e
and Torsional stresses W北h various Ferrlte Graln slze. Rep、 Res.1nst.
StT. Ftact. Material., Tohoko univ., V01.12, NO.1 (197の PP.1-12
T. Yokoboti, M.1Chikawa and Y. Yamanaka: Sとress lntensity FactoT fot a
Crack and a Near、by slip Band lnclined 回ach otherby 45 Degtees across
the lnterface of a TWO、pbase Material. Rep. Res.1nst. str. Fract.
Mat町ials, Toboko univ., V01.12, NO.1 (1976) PP.13-27
T. YokoboTi and s. Konosu: The 豆lastic、plastlc stte3S DiS土rlbutlon neaT
the 玉'1at suTfaced Notc、 W辻h cycloidal Tip in a w'ork・HaTdening
Matetial. hlgenieu,・Archiv.45 (197の PP.243-247.
横堀,市川:時間依存形破壊に対すろ非線形累積被害則.日本機械学会論文集 42
巻 356 号(1976) PP.1030-1036
Y.A.shaI1卿lin,横堀,坂田: Ti-5N-2.5Sn 合金の組合せ繰返し曲げおよび繰返
し振り応力による疲労破壊.日本金属学会誌第40巻第10号(1976)PP.988・
992
横堀,鴻巣,飽井:近接するき裂とすべり帯の相互干渉を考慮した応力拡大係数.
日本機械学会論文集 42巻353号(1976) PP.17-22
横堀(寿),横堀,亀井:ーー定負荷応力速度での転位群の動力学のコンビュータシ
ユレーション.日本機械学会論文集 42巻358号(1976) PP.1652-1660、、
横堀:破壊力学と破壊学におけろ最近の基本的諸問題一破壊学(フラクトロジー;
F松C加1暗y)の提案 11-.機械の研究第28巻第 7号(1976) PP.821-827
9.
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197フ
T. Yokoboti, S. Konosu and A.T. YokoboTi, Jr.:艦CTo and MacTO Fractute
Mecbanics Apptoach to Brittle Fracture and Fatigue crack Growbh.
卸Tacture 197フ, ptoc.4th bt. confeTence on FractuTe, W'aterloo, V01.1
a97フ) PP 6傍一682
A,T. Yokobori, Jr.,11. ouchi, T. YokoboTi and H. sasaki: TenS11e Fr&cture
BehaviouT of vascular substitutes. Fracture 197フ, PTOC.4th lnt. con・
feNnco on Fracture, W".te,100, V01.3 (197フ) PP 1181一Ⅱ91
T. Kawasaki, T. YokoboTi, Y. sawaki, S' Nakanishi and H,1Zumi: Fatigue
Fracture Toughness and Fatigue cTack propagation in 5.5% Ni steel
at l'OW TempeTature, FractuTe 197フ, PTOC.4th hlt. confetence on
FractuN, W'ateeoo, V01.3 a97フ) PP 857-864.
A.T. YORobori, JT., T. Yokobori,11. ouchiand H. sasaki: The 回Xperlmental
Sim111ation of 豆lastic Model of ATtety syste血(some BehavioT of
Vascular subst辻Ute under Repeated 111ternal Sとτess), Fracture
Mechanics and Techn010gy, V01.1 (197フ) PP 623-638.
T. Yokoboti: criterion for FTacture and for cTack propagation DiTeCもion
in Bri桃le Fracture and Fatigue FTactuTe under colnbined stNsses
*1
2
3
4
5
2 0
R e s p e c t i v e l y - 1  ( u n c T a c k e d  s p e c i m e n s ) ,  N a c t u r e  M e c h a 1 1 i c s  a n d
T e c b n 0 1 0 g y ,  V 0 1 . 1  ( 1 9 7 フ )  P P . 1 7 - 3 1
* 6 .  T .  Y o k o b o r i a n d  s
K o n o s u : 翻 窒 e c t s  o f F e T r i t e  G t a i n  s i z e ,  N o t C 五  A c u i t  a n d
N o t c h  l ' e n g t h  o n  B T i t t l e  F r a c t u r e  s t r e s s  o f  N o t c h e d  s p e c i m e n s  o f  l ' 。 W
C a T b o n  s t e e l . 豆 n g i n e e T i n g  お ' r a c t u r e  M e c h a n i c s ,  V 0 1 . 9 ,  N O . 4  ( 1 9 7 フ )
P P  8 3 9 - 8 4 7 .
フ ・  T .  Y o k o b o r i a n d  Y .  o n i s h i :  M i c t o  B e h a v i o r  a t t h e  N o t c h  T i  d u r i n  l .  d
I n c T e a S 血 g  i n  B r i t t l e  F r a c t u r e  B e y o n d  G e n e r a l  Y i e l d . 1 n t .  J 。 U T n . 。 f
玉 Y ■ C t u T O ,  V 0 1 . 1 3 ,  N O . 6  ( 1 9 7 フ )  P P . 7 5 1 - 7 6 1 .
8 ・  T .  Y o k o b o r i  a n d  T .  A i z a w a : 貫 ' a t i g u e  c T a c k  p r o  a  a t i o n  L a w  i  H  t
T T e a t e d  B a Ⅱ  B e a r i n g  s t e e l .  R e p .  R e s . 1 n s t .  S も r .  F T a c t .  M a t e t i a l s ,  T 。 h 。 k
U n i v . ,  V 0 1 . 1 3 ,  N O . 2  a 9 7 フ )  P P . 7 5 - 7 8 '
G . S
9 .
P i s a T e n k o ,  A . J .  K r a s o w s k y  a n d  T .  Y o k o b o r i :  s t u d i e s  o n  T e m p e r a t u r e _
R a t e  s e n s i t i V 辻 y  o f  p l a s t i c  F l o l v  s t r e s s e s  a n d  o n  F r a c t u r e  T o u  h n e s s .
R e p .  R e s . 1 1 1 S t .  s t r . 玉 ' T a c t .  M a t e T i a l s ,  T o h o h  u n i v . ,  V 。 】 . 1 3 ,  N 。 . 1
( 1 9 7 フ )  P P 、  1 - 5 8
1 0 .
横 堀 , 市 川 , 藤 田 : 巨 視 的 不 規 則 応 力 集 中 源 の 数 の 少 な い 場 △ の 破 壊 の 確 率 過 程
論 . 日 本 機 械 学 会 論 文 集  4 3 巻 3 6 5 号 ( 1 9 7 フ )  P P . 1 8 - 2 5
1 1 .
横 堀 : 現 在 の 破 壊 力 学 の 盲 点 の 理 解 と 新 し い 破 壊 学 ( フ ラ ク ト ロ ジ ー ) へ の 手 引
( 1 ) . 機 械 の 研 究 第 2 9 巻 第  7 号 ( 1 9 7 フ )  P P . 8 0 1 - 8 0 6
1 2
横 堀 : 現 在 の 破 壊 力 学 の 盲 点 の 理 解 と 新 し い 破 壊 学 ( フ ラ ク ト ロ ジ ー ) へ の 手 引
( 2 ) . 機 械 の 研 究 第  2 9  巻 第  8 号 ( 1 9 7 フ )  P P 、 9 2 7 - 9 3 2
] 3
横 堀 ( 寿 ) , 横 堀 , 亀 井 : 転 位 源 か ら の 異 符 号 転 位 群 の 射 出 と そ の 動 力 一 の コ ン
シ ミ ュ レ ^ シ ョ ン
日 本 機 械 学 会 論 文 集 第 4 3 巻 第 3 7 2 号 住 9 7 フ )
P P . 2 8 1 2 - 2 8 1 7
1 4 ・ 横 堀 ( 寿 ) , 横 堀 , 大 内 , 佐 々 木 : 人 工 血 管 材 料 の 引 張 特 性 に っ い て . 材 料 第 2 6
巻 第  2 8 7 号 ( 1 9 7 フ )  P P . 7 9 6 - 8 0 0
1 5 .
桑 野 , 牛 木 , 滝 沢 , 山 田 , 横 堀 : 耐 腐 食 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 腐 食 疲 労 . 日 本 材 料
強 度 学 会 誌 第 1 2 巻 第 2 号  a 9 7 フ )  P P . 9 1 - 9 5
1 6 ・ 横 堀 ( 寿 ) , 横 堀 , 亀 井 : モ ー ド Ⅱ 形 負 荷 に お け ろ 疲 労 き 裂 の 初 期 成 長 と そ の 後 の
成 長 . 日 本 機 械 学 会 論 文 集 第 4 3 巻 第 3 7 6 号  a 9 7 フ ) . 4 3 4 5 - 4 3 5 3
* 2
1 9 7 8
A ・ T .  Y o k o b o t i ,  J r . ,  T .  Y o k o b o r i ,  n .  T a k a h a s h i ,  H .  M o n m a ,  M . 1 S h i z a k i ,  n .
S e k h l o  a n d  s .  s h i s h i d o :  T b e  o p e 1 1 i n g  c h a T a c t e T i s t i c s  a S  質 τ a c t u N
P h e n o m e n a  b y  p i e r c i n g  t h T o u g 、  t b e  A T b e r i o g r a f t  o f  t h e  B o v i n e  a n d  t h e
S w i n e . 豆 n g n g .  F N c t .  M e c h ■ n i c s ,  V 0 1 . 1 0 ,  N O . 3  ( 1 9 7 8 )  P P . 5 2 7 _ 5 3 8 .
T ・  Y o k o b o T i :  F r a c t u T e  M e c b a n i c s  i n  J a p a n . , t a c t u T e  M e C 五 a n i c s ,  P T 。 C .  f
I n t ・  s y , n p o . i u m  o n  玉 ' , a c t u N  M e c h a n i c s ,  a 9 7 8 )  P P . 9 1 - 1 0 9 .  u n i v .  p r e 豁
O f  v i r g i n i a .
1
3 J. W'atanabe and T. Yokobori: RepaiT or NO・Repair Decision of l'arge pNS・
SUTe vessels. conf. on Tolerance of Flaws ln pressutlzed components,
]6-18 May (1978) PP.271-276.
横堀,鴻巣:切欠き鋼のぜい性破壊のフェライト結晶粒大きさ,切欠き先端半径
および切欠き長き依存性.日本機械学会論文集第44巻第380号(1978) PP.
1114-1120
横堀,横堀(寿):金属疲労き裂成長の動力学泊り取扱い.日本金属学会誌第42巻
第 1号(1978) PP.88-95
高橋,横堀(寿),門間,石崎,関野,横堀,宍戸,大宰:血液透析用シャントに用
いられる異種グラフトの穿刺によろ損傷挙動.人工臓器 V01.フ. NO.3(1978)
PP.527{533
横堀,桑野:クロム・モリブデン鋼の応力腐蝕割れと腐蝕疲労の比較研究.日本
機械学会講演論文集 NO.780-4 (1978) PP.231-233
4.
5.
6
フ.
1 9 7 9
A.T. Yokobori, Jr., T. Kawasaki and T. Yokoboti: computer slmulatlon
Of Dislocation GTOUPS Dynamics undeT Applied c0丑Stant stress and lts
Application to Yield problems ofMild steel. High veloolty DefoTmation
Of solids,1UTAM symposium Tokyo/Japan, August 24-27,197フ,
SP"ngeT・veTlag,(1979) PP,]32-148.
T. YokoboTi: A critica1 回Valuation of M乳thematica1 豆quations for Fatigue
CTack GtoWしh with special RefeTence to Ferrite Grain size and Nlono・
tonic Yield S切engしh Dependence, ASTM STP 釘5 (1俳9) PP.683-701.
T. YokoboTi, Y. sawaki and s. Nakanisbi: Q辻eTion for Brittle ,ractuTe of
Notched or cracked specimens Based on comblned Mlcro and Macro
C皿ok Mecbanic.-11,咽ngng. F,ac. Mech., J. V01.12 (1979) PP.125-141.
A.T. Yokobori, Jt., T. Y01くoboTiand A. Ka皿el: C0皿Puter simulatlon of the
Dynamic Behaviour of Dislocation GIoups of opposlte slgn 回mjtted
from a stressed souTce, J. Materlals science and EnglneeTlng, V01.40,
NO.1 (1辨9) PP.1H-118
T. Yoko、ori,1王.1Sbii and s. Koya皿a: The 豆任ect of Ferrlte Graln size on
the cyclic stress、strain Response of low carbon steel, scripta Metal・
Iurgica, V01.13 (1979) PP.515-517'
横堀,黒岩,富士,庄司,横堀(寿上鋼材における疲労き裂成長速度の結晶粒界
における変化κ関すろ・一実験,日本材料強度学会誌第14巻第1号 4釘9)
PP.23-30.
大内,佐々木,横堀(寿),横堀,斎藤,前山,大熊,葛西:拍動流中および一定
圧流下での平織テトロン人工血管の漏水特性,人工臓器第8巻第3号(1979)
PP.396-401.
大内,横堀(寿),佐々木,前山,横堀,大熊,萇西,牛木,小川原:繰返し拍動
1.
木2
21
3
4
5
6
フ.
8.
2 2
圧 に よ る 吻 合 血 管 系 の 二 重 吻 合 試 験 法 に よ る 実 験 . 人 工 臓 器 第 8 巻 第 4 号
( 1 9 7 9 )  P P . 4 5 0 - 4 5 9 .
横 堀 ( 寿 ) , 横 堀 , 川 崎 : 一 定 負 荷 応 力 下 で の 転 位 群 の 動 力 学 の コ ン ビ ュ ー タ シ
ミ
゛ 1
レ ー シ ョ ン と そ の 鋼 の 降 伏 へ の 応 用 . 日 本 機 械 学 会 論 文 集 第 4 5 巻 第 3 9 5 号
住 9 7 9 )  P P . 7 6 0 - 7 6 6 .
横 堀 , 沢 木 , 中 西 : ミ ク ロ と マ ク ロ を 結 合 し た き 裂 の 力 学 κ よ る 切 欠 き ぜ い 性 破
壊 の ク ラ イ テ リ オ ン , 日 本 機 械 学 会 論 文 集 第 4 5 巻 3 9 8 号 ( 1 9 7 9 )  P P . 1 1 8 3 -
1 1 9 0 .
横 堀 , 滝 沢 : ク ロ ム ・ モ リ ブ デ ン 鋼 の 応 力 腐 蝕 割 れ と 腐 蝕 疲 労 の 比 較 研 究 ( 第 Π
報 ) . 日 本 機 械 学 会 講 演 論 文 集  N O . 7 9 0 - 2  ( 1 9 7 9 )  P P . 1 4 8 - 1 5 0 .
横 堀 : 組 合 せ 負 荷 忙 よ る 破 壊 の ク ラ イ テ リ オ ン Π , 第 2 4 回 強 度 と 破 壊 国 内 シ ン ポ
ジ ウ ム 講 演 論 文 集 ( 1 9 7 9 )  P P . 6 3 - 7 2 .
横 堀 , 佐 藤 , 西 田 , 桝 本 , 五 十 嵐 : 低 温 用  5 . 5 % N i 鋼 の 溶 接 各 部 に お け る 疲 労 き
裂 伝 播 特 性 ・ 疲 労 破 壊 靱 性 の 温 度 依 存 性 , 日 本 機 械 学 会 講 演 論 文 集  N O . 7 9 0 -
2  ( 1 9 7 9 )  P P . 3 8 - 4 0 .
9 .
1 0 .
1 1 .
1 2 .
1 3 .
1 9 8 0
T .  Y o k o b o T i  a n d  H .  s a k a t a :  s t u d i e s  o n  c r a c k  G r o w t h  R a t e  u n d e r  H i g h
T e m p e r a t u r e  c r e e p ,  F a t i g u e  a n d  c r e e p ・ F a t i g u e  l n t e r a c t i o n  - 1 0 n  t h e
E x p e r i m e n t a l  s t u d i e s  o n  c r a c k  G r o w t h  R a t e  a s  A a e c t e d  b y  ゾ α σ ξ , 0 ι
a n d  T e m P 町 a t u N ,  E n 部 g .  F , a C も U r e  M e c h . ,  J ,  V 0 1 . 1 3 ,  N O . 3  ( 1 9 8 の  P P .
5 0 9 ● 2 2 .
T .  Y o k o b o r i ,  H .  s a k a t a  a n d  A . T .  Y o k o b o r i ,  J T . :  s t u d i e s  o n  c r a c k  G T o w t b
R 乱 t e  u n d e T H 喰 b  T e m p e r a t u r e  c r e e p , 笋 a t i g u e  a n d  c T e e p ・ F a t i g u e  1 1 1 t e T a c ・
t i o n - 1 1 0 n  t h e  R o l e  o f  F r a c t u T e  M e c h a n i c s  p a r a m e t e r  y a ' j j σ ι ,  E n g n g
F , a c t u r e  M e c h . ,  J .  V 0 1 . 1 3 ,  N O . 3  ( 1 9 8 の  P P . 5 2 3 - 5 3 2 .
T '  Y o k o b o r i ,  H .  s a k a t a  a n d  A . T .  Y o k o b o t i ,  J T . :  A  N e w  p a t a m e t e r  f o r
P N d i c t i o n  o f  c r e e p  c r a c k  G r o w t h  R a t e  a t  H i g h  T e m p e t a t u r e , 翻 n g n g
F r a c t u N  M e c h . ,  J .  V 0 1 . 1 3 ,  N O . 3  ( 1 9 8 の  P P . 5 3 3 - 5 3 9 .
V . S . 1 V a n o v a ,  V . F .  T e T e n t y e v ,  V . A .  K o b z e v  a n d  T .  Y o k o b o r i : 1 n v e s t l g a ・
も i o n  o f  T h e  c y c l i c  F r a c t u t e  T o u g h n e s s  o f  s u r f a c e ・ s t r e n g む h e n e d  s t r u c ・
t u r e l s t e e l ,  R e p o r し S  o f  T h e  R e s e a T c h  l n s t 辻 U t e  f o T  s t T e n g し h  a n d  F T a c t u r e
O f  M a t e r i a l s ,  T o h o k u  u n i v e 酪 i t y ,  V 0 1 . 1 5 ,  N O . 1  ( 1 9 8 の  P P '  1 - 8 .
T .  Y o k o b o T i  a n d  A , T .  Y o k o b o r i ,  J r . :  p h y s i c a l  a n d  p h e n o m e n 0 1 0 g i c a l  M o d e l
W i t h  N o n ・ 1 i n e a r i t y  i n  D u c t i l e  召 τ a c t u r e  a n d  F a t i g u e  c r a c k ,  P T O C
I U T A M  s y m p o s i u m  o n  p h y s i c a l  N o n ・ 1 i n e a T i t i e s  i n  s t r u c t u r a l  A n a l y s i s ,
S e n l i s ,  F r a n c e ,  M a y  2 6 - 3 0 , 1 9 8 0 ,  s p r i n g e r  v e r l a g ,  P P 、  2 7 1 - 2 釘
T .  Y o k o b o r i , 1 .  M a e k a w a ,  A .  T .  Y o k o b o r i ,  J r .  a n d  H .  s a k a t a :  c o n s t i t U も i v e
E q u a t i o n s  a n d  G l o b a l  c r i t e r i a  f o T  D u c t i l e  F r a d u T e ,  p r o c . 1 U T A M
S y m p o s i u m  o n  T h N e ・ D i m e n s i o n a l  c o n s t i t u t i v e  R e l a t i o n s h i p s  a n d
1 .
2
3 .
4
5 .
6 .
フ、
Ductile FractuTe, Dourdan, June 2-5,1980, North・H0Ⅱand pub. CO.
横堀,平川,山田,横堀:スリットに平行に剪断荷重が負荷きれた場合のスリッ
ト角近傍の有限要素法によろ応力解析,日本機械学会論文集第46巻第405
号(1980) PP.47フ-485
横堀,石崎,横堀: Mode1および Mod.Π型組合せ負荷によるき裂材の破壊に
関する研究,日本機械学会論文集第46巻406号(1980) PP.590-597
横堀,坂田,横堀:高温疲労・クリープ相互作用下でのき裂成長速度の有限要素
法を併用した実験式の導出,日本機械学会論文集A編第46巻410号Q980)
PP.1062-1071
横堀,星井:ステンレス鋼の高温クリーブ,疲労及び疲労・クリーブ相互作用下
でのき裂成長挙動の連統観察によろ研究,日本材料強度学会誌第15巻第1
号(1980) PP.27-39
山本,横堀,山内:低炭素鋼におけろ繰ゞし応力一ひずみ曲線に及ぽす負荷型式
の影粋,日木材料強度学会誌第15巻第1号(1980) PP.40-41
横堀,坂田:ステンレス鋼の高温クリーブ,疲労及び疲労・クリープ相互作用下
でのき裂成長挙動の連統観察による研究(統報),日本材料強度学会誌第15
巻第 2 号(1980) PP.49-55
横堀,市川,山中:異種材料境界面をはきんでのき裂とすべり帯の相互干渉,日
本材料強度学会誌第15巻第2号(1980) PP.56-60
横堀,能谷:鋭いき裂をもつ低炭素鋼の脆性破壊に及ぱすフェライト結晶粒大き
きの影縛,日本機楸学会論文集 A編第46巻第411号(1980) PP.10-13
石崎,横堀,横堀,高橋,門問,関野,宍戸,小川原:透析用シャントにおける
異種グラフトの力学的性質と穿刺損傷の関係,人工臓器第9巻第5号(1980)
PP.804-810
横堀:物性と力学の総合からみた生体組織及び生体材料の挙動,日本材料強度学
会誌第 15 巻第 3号(1980) PP.フフ-82
横堀,大内,佐々木,前山,横堀,牛木,大熊,葛西,前川,小川原:1nν辻ro
拍動流下での代用血管一生物血管吻合部強度経時的変化に関すろ実験的研
究,日本材料強度学会誌第 15 巻第 3 号(1980) PI〕.135-1↓、↓
(1980年分未完)
8
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H.
12
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14.
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23
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1 1 .
見 I S T  O F  T H E  B O O K S  P U B L 玲 Π E D 、 ( 著 書 目 録 )
( Ⅱ J  O R D E R  O ,  Y 回 A R )
* 1 .
材 料 強 度 学 ( 強 度 , 破 壊 お よ ぴ 疲 労 ) 技 報 堂 ( 昭 3 0 )
豆 n g 1 1 S h  e d i t l o n :
T a k e o  Y o k o b o r i :  T h e  s t r e n g b b ,  F r a c t u T e  a n d  玉 ' a t i g u e  o f  M a t e r i a l s ,
N O O R D 1 1 0 F 蚕 ,  G R O N I N G 豆 N .  T h e  N 回 T H 豆 R 玉 A N D S ,  a 9 6 5 )
横 堀 : 材 料 強 度 学 ( 第 1 版 ) ( 岩 波 全 書 )  1 9 6 4
E n g l i s h  e d i t l o n :
T a k e o  Y o k o b o r i :  A 1 1  b t e r d i s c i p l i n a T y  A P P T o a c h  t o  F T a c t u T e  a n d
S t T e n g t h  o f  s o l i d s , 1 9 6 8  W ' o l t e T S -  N O O T d h 0 任  P u b l i s h i n g ,  T h e  N e t h e T ・
I a n d s .
R u s s l a n  e d i t l o n :
T .  E H O B o p n : Φ 1 1 3 1 Ⅲ A  n  M E X A H n H A  P A 3 P y Ⅲ E H Ⅱ H  1 1  Π P o q 亘 ・
O C T 1 1 T B E P I N X  T E 旺 , 1 9 7 1 ,  M E T A 旺 旺 y p f n a ,  M O ( 凪 B A
横 堀 : 材 料 強 度 学 ( 第 2 版 ) ( 岩 波 全 書 ) 1 9 7 4
R u s s l a n  e d 北 1 0 n
T a k e o  E 即 m P 亘 :  H A y q 1 1 N 豆  O C H O B 矼 Π P 0 1 1 H o c f Π Π  P A 3 P y Ⅲ E H Ⅱ a
M A T E P 1 1 A 旺 O B , 1 9 7 8 ,  D u m k a ,  K i e v
実 験 技 術 ボ ケ ッ ト プ ッ ク ( 共 同 執 筆 ) 山 海 堂 ( 昭 2 9 )
内 燃 機 関 ( 上 ) ( 他 1 1 名 と 共 著 ) 機 械 学 会 ( 昭 3 1 )
材 料 試 験 便 覧 ( 共 同 執 筆 ) 材 料 試 験 協 会 編 , 丸 善 株 式 会 社 ( 昭 3 2 )
金 属 学 ハ ン ド プ ッ ク ( 共 同 執 筆 ) 朝 倉 書 店 ( 昭 3 3 )
高 分 子 実 験 学 講 座 ( 共 同 執 筆 ) 高 分 子 学 会 編 , 共 立 社 ( 昭 3 3 )
材 料 試 験 法 ( 他 4 名 と 共 著 ) 金 属 学 会 ( 昭 3 3 )
物 理 冶 金 測 定 法 ( 他 1 5 名 と 共 著 ) 金 属 学 会 ( 昭 3 4 )
金 属 便 覧 ( 共 著 ) 金 属 学 会 編 ( 昭 3 5 )
金 属 工 学 講 座 ( 共 著 ) 朝 倉 書 店 ( 昭 3 5 )
金 属 の 疲 労 ( 共 著 ) 日 本 材 料 学 会 編 ( 昭 3 9 ) , 丸 善 出 版 K K
金 属 材 料 の 強 度 と 破 壊 ( 共 著 及 び 編 集 委 員 長 ) 日 本 金 属 学 会 編 ( 昭 3 9 ) , 丸 善 出 版
K K
レ オ ロ ジ ー ハ ン ド プ ッ ク , 高 分 子 学 会 編 ( 昭 4 0 ) , 丸 善 出 版 K K
耐 熱 材 料 ハ ン ド ブ ッ ク , 朝 倉 書 店 ( 昭 4 0 )
材 料 強 度 工 学 ハ ン ド プ ッ ク ( 編 集 委 員 お よ び 共 同 執 筆 ) 朝 倉 書 店 ( 昭 4 1 )
鉄 鋼 材 料 便 覧 ( 共 同 執 筆 ) 金 属 学 会 ・ 鉄 鋼 協 会 編 ( 昭 4 2 ) , 丸 善 K K
金 属 材 料 の 強 度 及 び 疲 労 資 料 集 成 ( 編 集 委 員 お よ ぴ 共 同 執 筆 ) 丸 善 K K  ( 昭 4 5 ) ,
日 本 学 術 振 興 会 編
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B.S.1Ⅶn0松著「金属の疲労破壊」(監訳)丸善KK (昭45)
PROC豆豆DINGS OF THE ,1RST INT回RNA110NAICONFER咽NCE ON
賢RACTURE, SENDAI, JAPAN (196の,共編,日本材料強度学会
金属便覧改訂3版日本金属学会(昭46)
イワノワ,テレンシェフ著「金属疲労の基礎と破壊力学」(翻訳監修)現代工学社
(昭 54)
現代の大学院(執筆項目:第8章技術科学系の新しい大学院)共同執筆早稲田
大学出版部(1980) P.115
エス.コサンダ著「金属疲労の解析とその応用」(翻訳監修)現代工学社(昭55)
その他省略
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1 Π L I S T  O F  T H E  S U R V E Y S  A N D  R E I A T E D  A R T I C I E S
P U B ι I S H E D 、 ( 総 説 . 展 望 左 ど 目 録 )
( 1 N  O R D E R  O F  Y 醒 A R )
固 体 の 塑 性 変 形 と 破 壊 の 理 論 の 発 展 一 一 物 理 学 老 ・ 金 属 学 者 ・ 応 用 力 学 の た め に ー
科 学 図 書 ( 技 報 堂 ) ( 昭 2 8 ・ 8 月 号 )  P P . 1 ~ 5
塑 性 変 形 と 破 壊 一 微 視 ( ミ ク ロ ) と 巨 視 ( マ ク ロ ) の む す び つ き を 中 心 と し て ー
科 学 図 冉 ( 技 報 堂 ) 印 召 2 8 ・ 9 月 号 )  P P . 2 ~ 6
疲 れ と ク リ ー プ の 理 論 の 展 望 機 械 学 会 誌 第 5 8 巻 第 4 4 1 号 ( 昭 3 0 )  P P . 7 1 2 ~ 7 1 7
金 属 の 破 壊 の 列 珀 勺 様 相 金 属  V 0 1 . 2 6  ( 1 9 5 6 ) ,  P P . 5 1 1 ~ 5 1 4
材 米 詞 玉 度 の 基 礎 的 諸 問 題 の 研 究 の 最 近 の 進 歩 機 械 学 会 誌 第 6 0 巻 第 4 5 6 号 印 召
3 2 ) ,  P P . 2 0 ~ 2 5
金 属 の 疲 労 と ク リ ー プ の 物 理 金 属 物 理  V 0 1 . 3 . N O . 4  ( 1 9 5 7 ) ,  P P . 1 4 1 ~ 1 4 9
材 料 の 強 き の 統 計 的 考 え 方 , 日 本 機 械 学 会 , 材 料 の 強 き と 設 計 講 習 会 教 材 ( 昭 3 2 )
P P . 6 7 ~ 8 8
" ゞ 碕 の 脆 性 破 壊 の 機 構 , エ ン ジ ニ ャ リ ン グ , 第 4 5 巻 第 8 号  a 9 5 8 )  P P . 4 0 6 ~ 4 1 1
R e c e n t  s u T v e y  i n  R e s e a r c h  F i e l d  o f  召 a t i g 1 1 e  a n d  c N e p  o f  M a t e r i a l s
J a p " n  s c i e n c e  R . v i o w .  V 0 1 . 4 .  N O . 1  ( 1 9 5 8 )  P P  1 3 5 - 1 3 8
プ ロ グ ラ ム 試 験 お よ び ラ ン ダ ム 試 験 に お け ろ 疲 労 強 度 , 材 料 試 験 ,  V 0 1 . 1 8 .  a 9 5 9 )
P P . 7 0 ~ フ ] 、
耐 熱 超 硬 材 料 の 物 性 論 的 考 察 , 工 業 化 学 雑 誌 第 6 3 巻 第 7 号  Q 9 6 0 )  P P . 1 0 8 9 ~
1 0 9 4
脆 性 材 料 の 強 度 に つ い て , 窯 業 協 会 誌 第 6 8 巻 第 7 7 8 ・ 号 ( 1 9 6 0 )  P P . 3 6 1 ~ 3 6 9
機 械 工 学 年 鑑 , 4 . 5 疲 れ , 日 本 機 械 学 会 ( 昭 3 5 )  P P . 2 5 ~ 2 7
鋼 材 の 脆 性 破 壊 と 強 度 の 基 礎 概 念 , 日 本 機 械 学 会 , 材 料 の 強 き と 設 計 講 習 会 教 材
( 昭 3 5 )  P P . 1 ~ 2 0
金 属 材 料 の 破 壊 巴 疲 労 概 論 , 機 械 の 研 究 ,  V 0 1 . 1 2 . N O . 2  ( Π 召 3 5 )  P P . 3 1 5 ~ 3 1 8
材 料 強 度 の 総 合 的 協 力 研 究 組 織 , 材 料 試 験  V 0 1 . 1 9 , N O . 8 4  印 召 3 6 - 9 )  P . 5 4 5
金 属 材 料 の 破 壊 と 疲 労 概 論 , 機 械 の 研 究 ,  V 0 1 . 1 3 , N O . 2  ( 昭 3 6 )  P P . 3 2 5 ~ 3 3 0
機 械 工 学 年 鑑 4 . 9 強 度 と 破 壊 の 材 料 科 学 ( M o t e 百 a l .  s c i e n o e ) , 日 本 機 械 学 会 ( 昭
3 8 )  P P . 3 5
欧 州 代 お け る 材 料 変 形 お よ び 強 度 研 究 事 情 , 鉄 と 鋼 ,  V 0 1 . 4 9 , N O . 4  ( 昭 3 8 )  P P . 6 9 2
~ 6 9 9
も の の 強 き と 材 料 科 学 , 科 学 の 実 験 ,  V 0 1 . 1 6 ,  N O . フ ( 1 9 6 5 )  P P . 5 9 5 ~ 6 0 0
格 子 欠 陥 の 機 械 的 性 質 , 化 学 と 工 業 ,  V 0 1 . 1 8 , N O . 8 . ( 1 9 6 5 )  P P . 1 0 7 4 ~ 1 0 7 フ
脆 性 破 壊 の 巨 視 様 相 巴 微 視 機 構 , 第 Ⅱ 回 材 料 強 度 と 破 壊 国 内 総 合 シ ン ポ ジ ウ ム 集
( 昭 4 D  日 本 金 属 学 会 他 関 連 諸 学 協 会 共 催 ,  P P . 4 1 ~ 6 1 , 共 著 者 , 市 川 .
材 料 強 産 学 化 く に 材 料 破 壊 と 疲 労 ) に 関 す る 最 近 の 研 究 , 第 1 2 回 材 ' 料 強 度 と 破 壊
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国内総合シンポジウム集(昭42)日本金属学会他関連諸学協会共催,109PP.
~131.
材料強度学化く忙材料破壊と疲れ)に関すろ最近の研究,機械学会誌第70巻第
584号(昭4)即.12認~1268
微視(ミクロ)材料力学と巨視(マクロ)材料力学の谷問,機械学会誌第70巻第
585 号(昭 42) PP.1417~1422
金属疲労破壊の動的研究忙ついて,第14回材料強度と破壊国内総合シンポジウム
論文集(昭U)日本学術会議破壊委員会他関連学協会共催, PP.89~125
材料の強きと破壊のミクロとマクロ研究の結びつけと材料強度学的研究.日立評論
V01.51,NO.9 材料強度特集号(昭 44)
金属材料の疲労に関すろ最近の諸問題,日本鉄鋼協会第3回西山記念技術講座(昭
44) PP.1~29
破壊力学に関する国際シンポジウムに出席して,機楸の研究, V01.21,NO.11a969),
PP.1531~1533
第2 回国際破壊会議に出席して、,日本機楸学会誌, V01.72, NO.608価召44)PP.Ⅱ63
~1164
境界領域としての破壊と疲れ,日本機械学会誌, V01.72, NO.608 (昭44) PP.1216
~1222
高強度鋼材の疲れ,日本機械学会誌, V01.74,NO.624 (昭46) PP.4~11
金属材料の強度に関する研究,学術月報, V01'24, NO.4 (昭46) PP.25-28
材半1強度学とは,材料,第20巻,増刊号(昭46) PP.認一34
材料強度学の創造と研究の回顧,日本機械学会誌, V01.75, NO.656 (昭47)PP.
1476~1484
Cれからの材料破壊学の課題と方法,金属, V01.43, NO.10 (昭 48) PP.13-]フ
脆性固体の強度理論,セラミックス, V01.8, NO.10 (1沼48) PP.755-763
材料の変形と破壊(その 2),日本機械学会誌, V01.76, NO.656 (昭48) PP.964~
972
ミクロとマクロの結ぴつきについての一般と材料強度学的研究,「金属材料の疲労」
日木金属学会,(昭48) PP.84~110
PA3PyⅡ!EH1廻Π ycTA江OCTち. yH11BEPCA 旺E亘可Ⅱ旺01×01,1,、t町、
national Year Book; science and Hulnanity,1974, Academy of sci、
ences, USSR. PP.265-27フ
フラクトロジーの提案,学際, NO.23 a974) PP.63-64
フラクトロジー(Ftacl010gy)の提案一破壊の問題に対する各種の研究方法論にっ
いてー,機械の研究, V01.27,NO.9 (1975) PP.1107-1U4
破壊力学と破壊学における最近の基本的諸問題一破壊学(フラクトロジー, F始。、
t010gy)の提案Π一,機械の研究, V01.28,NO.フ(1976) PP.821~827
現在の破壊力学の盲点の理解と新しい破壊学(フラクトロジー)への手引き a),
機械の研究, V01.29, NO.7 a97フ) PP.801~806
現在の破壊力学の盲点と理解と新しい破壊学(フラクトロジー)への手引き②,
機械の研究, V01.29, NO.8 (197フ) PP.927~932
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破 壊 の 謎 ( 渡 辺 記 念 奨 励 賞 贈 呈 式 記 念 特 別 講 演 ) , 半 遵 体 研 究 所 報 告 , 第 N 巻 第 1
号 ( 1 9 7 8 )  P P . 1 0 - 1 7 ; 第  1 4  巻 第  3  号 ( 1 9 7 8 )  P . 1 4 4
破 壊 事 故 の ケ ー ス ・ ス タ デ ィ ー ( 事 例 研 究 ) , 機 械 の 研 究 ,  V 0 1 . 3 1 , N O . 8 ( 1 9 7 9 ) P P .
8 9 9 ~ 9 0 4
破 壊 力 学 の 歴 史 的 展 望 , 機 械 の 研 究 ,  V 0 1 . 3 1 , N O . 1 0  ( 1 9 7 9 )  P P . Ⅱ 6 7 ~ 1 1 7 3
ス ,  N O . 3  ( 1 9 7 9 )  P . 8
破 壊 と 安 全 性 ,  J S M E
' ー ' 1
「 医 用 生 体 機 材 」 総 合 研 究 機 構 の 提 案 , 人 工 臓 器 , 第 8 巻 第 6 号 ( 1 9 7 9 )  P . 5 3 6
期 待 き れ ろ パ イ オ マ テ リ ア ル 研 究 , コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ γ ,  N O . 1 8 3  ( 1 9 8 0 )  P . 6
そ の 他 省 略
4 7
1 1
I V .  M I S C E 工 工 A N E O U S  ( 雑 )
理 学 と 工 学 と の 断 層 に っ い て の 提 言 , 金 属 ,  V 0 1 . 3 6 ,  N O . 4  ( 昭  4 1 )  P P . 6 5 - 6 7
綜 合 研 究 機 関 ( 仮 称 ) と 工 学 ア カ デ ミ ー ( 仮 称 ) の 設 立 , 日 本 工 学 界 ニ ュ ー ス , 第
7 3 号 ( 昭  4 2 - 9 月 )  P . 1
わ が 国 工 学 関 係 の 長 期 研 究 計 画 の 促 進 に っ い て , 日 本 機 械 学 会 誌 , 第 7 3 巻 第 6 2 2
号 ( 昭 4 5 )  P P . 1 4 7 フ - 1 4 7 8
日 本 学 術 会 議 第 6 0 回 総 会 出 席 報 告 と そ の あ り 方 に 対 す ろ 意 見 , 日 本 金 属 学 会 会 報 ,
V 0 1 . 1 1 ,  N O . 3  ( 1 9 7 2 )  P P . 2 2 3 - 2 2 5
周 辺 分 野 と の 関 連 に お け る こ れ か ら の 機 械 工 学 の あ b 方 , 日 本 機 械 学 会 誌 , 第 7 フ
巻 第  6 6 2  号 ( 昭  4 9 )  P P . 1 3 - 1 6
ソ 連 の 金 属 及 び 材 料 強 度 研 究 機 関 を 訪 ね て , 学 術 月 報 ,  V 0 1 . 2 7 ,  N O . 3  ( 1 9 7 フ )  P P .
4 4 - 4 6
安 全 対 策 樹 立 へ の ア ブ ロ ー チ , 近 代 消 防 ,  N O . 1 4 9  ( 1 9 7 5 - 7 月 )  P P . 2 3 - 2 4
安 全 の た め の 最 適 計 画 の 樹 立 を , 「 安 全 」 第 2 7 巻 , 第 8 号 ( 1 9 7 6 )  P P . 1 8 - 1 9
安 全 確 保 の た め の 破 壊 問 題 の 将 来 の 研 究 体 伽 Ⅱ と っ い て , 日 本 機 械 学 会 誌 , 第 7 9 巻 ,
第  6 8 6 号 ( 昭  5 1 )  P P . 2 2 - 2 4
安 全 性 と 破 壊 現 象 の 解 明 ( 必 要 な シ ス テ ム 科 学 的 研 究 ) , シ ス テ マ  N O . 4 7  ( 1 9 7 6 )
P . 1 4
あ な た の 科 学 技 術 ,  V 。 1 . フ - 1 , 第 2 0 号 特 集 , 私 の 子 ど も の こ ろ , 発 明 協 会 ( 1 9 7 6 )
P . 7 9
分 化 と 総 合 の た め に , 日 本 材 料 強 度 学 会 誌 , 第 H 巻 第 4 号 ( 昭 5 2 )
安 全 問 題 に 対 す る ー ' つ の 考 え 方 , 「 安 全 工 学 」  V 0 1 , 1 9 ,  N O . 2  ( 1 9 8 0 )  P . 6 3
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